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第2回 意見聴取結果
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第2回庄内町立幼稚園の今後のあり方検討委員会資料

検討委員 回答 13名全員



2

パターン 0～2歳 3歳 4～5歳 回答数

① 認定こども園 認定こども園 認定こども園 5

② 保育園 幼稚園 幼稚園 4

③ 保育園 保育園 幼稚園 3

④ 保育園 認定こども園 認定こども園 1

Q.今後の庄内町の小学校入学前の体制はどの形が望ましいと思いますか？



【理 由】

① （0～2歳） 認定こども園 （3歳） 認定こども園 （4～5歳） 認定こども園

 子どもの成長を継続して見ていき、保育も支援も切れ間なくできるかと思います。また、保護者ニーズにも対応しやすいかと考えました。保護者
は保育園も公立こども園も選べる選択肢があることが保育園にとっても公立こども園にとっても保育を充実させることにつながると思います。

 幼児教育が重要であることは前提に、これまでの4.5歳児からの教育に特化するより、保護者が一番支援を必要とするであろう0歳児からの保
育も一体的に担う町の方針であれば、全ての子育て世帯に信頼感、安心感が生まれると思います。若い世帯も移住しやすい、子どもを持ちやすい
魅力ある町になるのではないでしょうか。現在の仕組みでは、4.5歳児を重視する反面、3歳未満児が町の認識として、疎かにされている印象が
あります（実際の保育は和心さんで頑張っており、町の施設として子育て支援センターもありますが）。質の高い乳児保育がなければ、その先の幼
児教育には繋がりません。専門的な知識も資格もある先生方が公立さんにも和心さんにも多くいらっしゃるので、国でも推奨している認定こども
園で時代に合った環境を整える良い機会だと思います。保育園にも幼稚園にもそれぞれ良いところがあります。その保育機能と教育機能を併せ
持った認定こども園で、年齢幅の大きい異年齢児が同じ園舎で育つ部分は非常に大きいと思います。公立か民間か、職員の立場の問題など様々
ありますが、まずは子どものこと、町のことを考えた上での意見です。

 第一回意見聴取でも書かせていただいたように、地域の小学校がある令和14年3月までは現幼稚園をそのまま隣接させ、旧余目町時代から推
進してきた義務教育11年に資する。そして幼小連携教育に期待する。その間に教育委員会は認定こども園の開設準備を進め14年4月から一小
学校開校に合わせてスタートさせ、0才から5才までの一貫した乳幼児教育施設を完成させる。そのことで質的にも量的にも保護者が安心して子
どもを預けられる保育・教育の教育課程のもとに運営する認定こども園の開設を目指す。

 小さい時は環境の変化は大きなストレスになると感じるため。また、やはり今のように幼稚園、保育園体制では迎え等の面で大変な面がある。切
れ目なく成長を見届けることができるこども園の体制がこれから必要になってくると感じる

 庄内町の保育・教育サービスについて、現況、不十分で、かつ、必要な４・５歳児への保育サービス及び３歳児への教育サービスの提供は町の責務
で当然のことであり、町の都合で保護者に負担を強いるべきではありません。現在の課題を解決できる最も有効的な方法が認定こども園に移行
することだと思います。



【理 由】

② （0～2歳） 保育園 （3歳） 幼稚園 （4～5歳） 幼稚園
 理想は0歳児～5歳児の公立こども園新設ですが、庄内町の財政面等を考慮すると現実的ではないと考え、幼稚園を統合し、3歳児～5歳児の
公立幼稚園として存続していくことを選択しました。いずれにしても、民営と公立と共存しながら庄内町の子ども達や保護者の方々への行き
届いた支援ができたらと考えております。

 満２歳までは保育、満３歳からは教育していただきたい。

 2歳までは自宅保育できますが、3歳からは集団生活をしてほしい。3歳保育園、4歳以降幼稚園となると、準備するもので金銭的負担も大き
いことから、3歳から幼稚園に入れたらと思う。

 本来受けるべき教育

③ （0～2歳） 保育園 （3歳） 保育園 （4～5歳） 幼稚園
 0～3迄の心身の発達を保育園で十分に育てて行き、自分の力で様々な事に積極的に興味関心を持って取り組め、達成感や充実感など一人ひ
とりに感じ取らせていきたいと思う。他者を認めたり協同性にも重きを置けるのは４歳から幼稚園教育で担っていきたいと感じている。

 現在の保育園、幼稚園の良いところをそのまま残して幼稚園の統合を考えて欲しいと思います。現在の形を大幅に変えるのであれば3回の検
討委員会だけでは方向性も決まらないのではと思います。

 現在同様に従来通りの教育方針で良いと思います

④ （0～2歳） 保育園 （3歳） 認定こども園 （4～5歳） 認定こども園

 保護者の多様性を尊重する必要がある



【自由記載】
 上記アンケートは複数選択できるようにしないと答えるのが難しいと思う。町立幼稚園のこれまでの役割は認めるが他はダメという姿勢
が残念であった。多様性の時代であり保護者が各家庭の事情を踏まえて選択できるようにしていくのが望ましい。子育て日本一とは町立
幼稚園にこだわることではないと思います。多様性を尊重する計画でないと庄内町を選択しない保護者も出てくるのではと心配になりま
す。保育園と認定子ども園町立幼稚園の三者で未来像を一緒に検討してからで遅くないのではないでしょうか。

 子どものことを真ん中に、どうして行くのがよいかを十分話し合い、決めていければと思います。

 新しい小学校またはその敷地に隣接して公立の認定こども園ができるのが1番の希望です。新しい小学校またはその敷地に隣接して統合
した幼稚園ができるのが次の希望です。現在の公立幼稚園に勤務する先生たちの熱意、伝統、安心感等を維持していただくには公立の幼
稚園もしくは認定こども園が必要なのではないでしょうか。現在民間に任せている保育園の部分をまた町で運営して、公立の認定こども
園を新しい小学校またはその敷地に隣接して作ることが園児と保護者が最も望む形ではないでしょうか。しかし、また公立で保育園部分ま
で運営するのは現実的ではないと思うので、統合した幼稚園をなるべく新しい小学校の近くに建設してほしいと思います。

 みかわ幼稚園、保育園が公立として存在しています。その情報も是非とも提示していただけたらと思います。全ての委員が庄内町の子供
の為に一番良いのは？と考え、集まり、意見をのべたりアンケートに答えたりしています。教育委員会のお考えもお聞かせいただきたいと
思います。教育は一夜にしてなるものではありません。建物、サービスに加えて幼稚園職員の質の良い保育技術の提供こそが庄内町の他
へ誇れる幼児教育に繋がりますよね。あまりに時間が無さすぎて怖く感じています。

 仮に年少クラスを作るやこども園になった場合、現在の幼稚園の先生達は？余目保育園、すくすく保育園の今後は？と周りの環境も変
わってくるのではと思います。子供達の成長が１番というところは、保護者も先生達も同じだと思います。保護者の意見も大切ですが、幼
稚園・保育園の先生達からみた今後の庄内町の幼児教育、保育の大切さなどアンケートもとっていただき意見が聞きたいです。

 国の制度を十分に活用するとともに、行政だけで対応できないものは民間と協力共存しながら、保護者が求めている必要な保育・教育の
サービスを提供できるように、今後の体制・システムづくりを早急に構築すべきです。その上で、現在の保育園・幼稚園のあり方については、
スムーズに認定こども園に移行するために、当面どのような形のつなぎ体制がよいのか検討すべきではないでしょうか。

 統合のはなしばかりになっているが、親や機関の都合だけでなく、教育の面に目を向けていただきたい。


